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太陽光パネルの導入 自然冷媒の導入 冷凍庫棟 輸送の効率化

調理ロボの導入 レンジでできる簡単料理 自然解凍でおいしく 朝食と一緒に調理

設備の導入、革新的商品によるＣＯ２削減

新たに導入する主要冷凍冷蔵設備を自然冷媒の冷凍冷蔵設備へ
転換してまいります。太陽光パネルによる発電量は、関東第二・第
三工場の年間使用電力の約10%に相当。タイパ・コスパ、便利な商
品を通じて温室効果ガス削減を身近に、お客様との様々なコミュ
ニケーションを積極的に進めてまいります。

環境 ● 温室効果ガス削減の取組み

関東工場への導入設
備は、太陽光パネル
1,369枚、年間発電量
は約576,739kWh。約
281.5tのCO2排出量
削減に。

関東工場では省エネ
型自然冷媒の冷凍冷
蔵設備導入。新商品
のワンプレート型商
品の製造ラインにも
導入。

100％省エネ型自然
冷媒の冷凍冷蔵設備の
冷凍庫棟が2024年9月
に完成。環境負荷低減
をしながら物流や倉庫
作業の効率化を実現。

グループ内での共配、
海上輸送の活用、工場
への原料納品と商品
出荷を同一のトラック
に。効率的な配送で
CO2排出量削減。

大阪王将の調理ロボ
導入は、人手不足への
対応や料理のクオリ
ティ一定化の他、火を
使わないことにより
ＣＯ2排出量削減にも。

レンジ調理用調味料
は火を使わず、家庭で
CO2排出量を抑えな
がら、お店のようにふ
んわりとしたかに玉
が作れます。

自然解凍ができる中
華ポテトはカリッと
食感に仕上げており、
お弁当などに便利な
上、CO2排出量を減
らしています。

クリスピーひとくち
餃子は、ウインナー
などと一緒に焼けま
す。１品ずつ焼くのに
比べCO2排出量が抑
えられます。
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パッケージの省資源化を進めています。包材のフィルム１巻

あたりの商品パッケージ数をより多くするべく、 『羽根つき餃

子』をはじめとする多くの商品で包材のサイズを小さくして

います。

パッケージの印刷にはバイオマスインキの採用も進めていま

す。また、『極みの肉汁』シリーズは、日本の離島で作られた塩

を使い、地方振興を推進する取組みに加えて、包材サイズを

小さくし、リサイクル素材を使用しています。

『羽根つき餃子』シリーズのトレイにはリサイクルしやすい素

材を採用しています。トレイ本体をより薄くより軽くすること

でプラスチックを削減。

羽根つき餃子50粒入りの『羽根つきパーティ餃子』など、製

造工程でのトレイの使用を少なくした大袋の商品も展開して

います。

商品を通じた取組み、全社での取組み

冷凍食品では容器包装の改良に取組み、省資源化を進めています。『羽
根つき餃子』だけでも約800万パック／月の出荷数があるため、その効
果はとても大きいものです。店舗や工場、オフィスでも、これまでの石油
由来プラスチック製の備品や販促ツールをエコ素材へシフト。今後も
様々なアプローチで、石油由来プラスチックの使用量削減を目指します。

環境 ● プラスチック削減の取組み

●工場
石灰石を含むポリ袋を工場で使用するごみ袋に
採用。

●外食店舗
石灰石を含むシートを店頭タペ
ストリーに試験導入。テイクアウ
トカトラリーを有料に。

●グループ
各事業所でエコキャップを回収し、オフィスで
使用するクリアファイルに生まれまわりました。

これまでの省資源化の取組み グループ全社の取組み

●トレイの改良

●包材のフィルムの長さの改良

●トレイ使用削減

330
mm

310
mm

『極みの肉汁』シリーズ『羽根つき餃子』
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イートアンドグループの事業は自然の恩恵を受けて成り立っています。一方で、サプライチェーン全体で生物多様性に様々な影響を及ぼしており、その対応は喫緊の課題
であると認識しています。持続可能な地球環境の実現に貢献することを重大な責任の一つととらえ、事業活動から生じる環境負荷の継続的な低減のため、環境関連法令
遵守の徹底や、適切な管理に取組んでいます。

里山保全活動

減らすだけでなく森林でのCO2吸
収量を増やせないか。絶滅危惧種
の植生確認、森林保全の活動など、
樹木・環境ネッ
トワーク様の
活動に参加し
ています。

廃材の活用

R Bakerうめきたグリーンプレイス店
では、店内のベンチやテーブルに古民
家の廃材などを再利用。緑豊かな景色
と自然を感じ
られる席で、パ
ンとコーヒーを
楽しめます。

水使用量削減の取組み

水の勢いはそのまま、水量を削減
できるバルブを、大阪王将４店舗で
テスト検証したところ、水道料金の
削減率が平均
３割。本格導入
に向けて進め
ています。

汚染防止

キャベツ洗浄をはじめ、工場では大
量の水を使用しま
す。排水処理を行
うことで、魚を飼え
るほどきれいな水
にしています。
※現在、魚のいる水槽は
展示をしておりません。

環境 ● ネイチャーポジティブに向けて
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イートアンドグループは2022年、TCFDの提言に賛同を表明しました。気候変動の影響についてシナリオ分析を行い、
リスクと機会の認識、カーボンニュートラルの実現に向けた計画と対応を開示します。

ガバナンス
イートアンドグループでは、気候変動に伴う外部環境の変化によって及ぼされるリスクとそれ
らに対する適切な対応を含むサステナビリティ全体の戦略策定や進捗管理を行うサステナビ
リティ委員会を2022年1月より設置しています。気候変動に関するリスクと機会はサステナ
ビリティ委員会で審議され、取締役会監督の下、戦略や目標、計画を適宜見直しています。特
に、マテリアリティの一部として食品ロス削減および主要な温室効果ガス排出量(自社工場、
グループ全体、サプライチェーン上)の削減に取組んでおり、サステナビリティ委員会の各ワー
キンググループがその進捗を管理しています。今回の開示内容については、2024年4月に開催
された同委員会の審議を経て開示に至っています。

リスク管理
イートアンドグループでは、気候変動関連の規制や事業への重大な影響を及ぼすリスク要因
と対応方法を幅広く情報収集し、分析しています。各事業部の部門責任者がワーキンググループ
リーダーとして参画するサステナビリティ委員会で定期的にそれらを評価・分析し、対応戦略
を策定するべく協議しています。それらの結果は取締役会監督の下、サステナビリティ委員会
を通じて各部門および関連会社に共有や運用されます。

指標と目標
イートアンドグループは「地球環境」「地域社会」「人とのつながり」を大切にし、全てのステーク
ホルダーの幸福につながる持続可能な社会の実現を目指し、食品ロス削減および主要な温室
効果ガス排出量の削減に取組んでおります。

グループ目標

2050年カーボンニュートラルの実現

外部環境変化 事業への影響 主な取組み 機　会事業影響度

移行リスク

物理リスク

・環境に関する規制強化による炭素税の導入

・気温上昇と水資源枯渇

・台風の巨大化や豪雨発生頻度の増加など
水害の発生による原材料生産者被災やサ
プライチェーンの寸断

・租税コスト増加
・エネルギーコスト増加
・原材料高騰

・原材料の調達コスト増加
・店舗の休業による損失
・従業員被災
・復旧コストの増加と復旧までの売上高減少

・原材料の調達コスト増加

・脱炭素に適した商品サービスの開発
・IT技術の進化
・エシカル消費増加

・地域振興による原材料を使った
商品への信頼増加
・生産者との良好な関係構築
・工場や店舗の災害時対応能力向上

・キャベツの国内生産量の増加

・再生可能エネルギーシステム導入と
活用拡大
・物流とエネルギー使用の効率化のための
低排出技術活用

・複数のサプライヤーからの仕入れ
・原材料国内調達の推進と生産者教育
・災害対応計画の見直しと徹底

・工場における水使用の効率化

中

大

中

戦略
イートアンドグループが認識している主な気候変動関連リスクと機会、それらがビジネスに及ぼす影響度は以下に示したとおりです。今後も、シナリオ分析を進めてまいります。

環境 ● TCFDフレームワークに基づく情報開示
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「気温が上昇したら、ビールがもっと売れるようになって、

だから餃子がもっと売れるのでは？」

「じゃあ、ビールに合う餃子を開発しよう！」

各チームからの発表では、リスクも機会と捉えて、どのような

取組みができるのか、積極的に議論を進めました。入社２年

目のメンバーも積極的にアイデアを発表。商品の製造から、

店舗での販売、ECサイトの運営まで、グループ全体で行って

いるビジネスモデルならではの多種多様なアイデアと、日頃

から柔軟な発想で商品開発をしている会社の雰囲気溢れる

ワークショップとなりました。

未来のために実現したいこと

サステナビリティ委員会メンバーが集まり、シナリオプランニング
のワークショップを行いました。テーマは「このまま気候変動が続
いたら、どうなるか？」。工場、店舗、商品開発、営業など、業務が異
なるメンバー同士が、気候変動の問題に対して“食の会社”として
何ができるのか、議論を進めました。

GX ● 強みを活かしてリスクを機会に+&　～シナリオプランニング～

気候変動や人口減少など、将来起こりうる
できごとをイメージしました

STEP 1　未来を考える

それぞれのインパクトの大きさ、実現の可
能性をイメージしました

STEP ２　可能性を考える

市場・社会・環境・自社へどのような影響が
あるのか？それに対してどのような取組み
ができるのか？シナリオを描きました

STEP 3　シナリオを描く
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『羽根つき餃子』トレイの改良により、
積載量がこの10年でおよそ2倍に、10
年前には10tトラック2台で入庫して
いたトレイの量が、現在は1台で可能
になりました。工場への原料納品と商
品出荷を同じトラックが担うことで効
率的な運行が可能になり、CO2排出
量削減、運送会社の負担も軽減しまし
た。また、グループ全体で物流システ
ムを共通化し、工場から各店舗への納
品、R Bakerのセントラルキッチンか
ら各店への納品を共同配送。また、農
産畜産物、冷凍食品の移動手段として
海運を活用していますが、九州工場稼
働後は、ＣＯ2削減量が２倍になる想
定。イートアンドグループのサプライ
チェーンの効率化は、まだまだ続いて
いきます。

サプライチェーンの効率化、
終わりなき探求

2026年12月に宮崎県都城市に新工場を建設予定、西日本エリアの生産体制の強化を目指します。

GX ● DXとGXを加速する九州新工場の建設計画

イートアンドの餃子の主原料であるキャベツや豚肉の生産地である宮崎県。新工場計画地である宮崎県都城市は南九州
の中心部に位置しており、陸路、海路での輸送が至便であることから、サプライチェーンの効率化を図ることで、物流の
2024年問題への対応などが期待できます。また、新工場においては、AIやIoT、ロボットといった新技術の導入による
生産の効率化と、冷凍冷蔵設備への自然冷媒の採用など環境への配慮を両立いたします。
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2023年12月6日、関東第一工場から
出火がありました。年4回各工場で避
難訓練を実施していることもあって、
当時、全従業員が無事に避難すること
ができました。また2025年4月に完全
復旧をすることができ、通常通りの製
造をしております。この12月6日を
イートアンドでは「防災の日」と定め、
地域の消防署および防災業者様のご
協力とともに、全工場一斉での消防避
難訓練を毎年実施していくことにい
たしました。安全に消火活動、避難が
実施できるように訓練して緊急時に
各自が正しく判断できる体制として
築きあげてまいります。

再発防止に向けて
災害リスクへの対応

事業規模の拡大や従業員の多様化といった状況の変化の激しい中、企業理念を従業員全員で共有し、一人一人が実践
していくことがサステナビリティの実践につながります。また、持続的な企業経営の実現に向けて、健全性、透明性を確
保し、スピードある意思決定と事業の遂行を行うためのガバナンス体制の充実を引き続き図ってまいります。

リスク管理

イートアンドグループでは2001年
10月に制定した「危機管理規程」に
則ってリスクの発生時には取締役お
よびグループ各社取締役社長を中心
とする危機管理委員会を立ち上げ、
危機管理対応マニュアルを作成しリ
スク管理体制の強化を図ります。

ホットラインの設置

内部通報窓口を設けています。ＱＲ
コードの入ったポスターを各事業所
に掲示して周知しています。また、外
国人従業員が多く活躍する中、外国
人相談窓口も設置。適正な仕組みを
定めることにより、不正行為等の早
期発見と是正を図っています。

お客様からの声にも

お客様相談窓口を設置し、安心して
商品やサービスをご利用いただける
よう、真摯な対応と情報提供に努め
ています。お客様の声は、経営層およ
び関連部署で共有し、サービスの改
善、既存商品の改良や新商品の開発
などにつなげています。

新たな部署を新設

2024年7月よりエンゲージメント戦
略部を発足。従業員一人一人の声を
拾い上げ、経営層へ直接届ける報告
会を開催しています。（2024年度は
10回開催）また、従業員が意欲的に楽
しく働けるよう、定期アンケートの実施
や社内イベントなどを開催しています。

ガバナンス ● 事業基盤と取組み
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イートアンドが目指す未来

7つの重点課題の指標・目標を設定するとともに、イートアンドが目指す未来に向けて、様々なアプローチから取組みを行い、目標達成を目指します。

食品ロス削減
食品ロスのない未来へ
・2030年に食品廃棄物を50％削減
(2019年比)

脱炭素社会の実現
・2030年にCO2排出量を46％削減
（2016年比） ※Scope1、2
・2050年に
  カーボンニュートラルの実現

日本の食を盛り上げ、
地域社会の発展に貢献。
子どもたちの笑顔溢れる未来へ

多様性のある未来へ
・2030年に女性管理職比率を30%へ

働きがいをすべての人に

持続的な企業経営

『食を通じて、ワクワクする未来を』が
実現し続ける未来へ

温室効果ガス
削減

地域との共生

ダイバーシティ

健康経営

理念の浸透

グループ経営

食材を余すところなく活用

食べ残しを減らす

もったいないをなくす

廃棄物を+&に変える

カーボンニュートラルへ

エネルギー+&

土壌と生物多様性の保護

事業を通じた地域振興

コミュニティ支援活動

多様な人材の活躍を推進

心と体の健康を維持し、
働きがいのある環境づくり

Eat&WAYの理解促進

健全性、透明性を確保し、
スピードある意思決定と
事業の遂行

自社工場における食品廃棄物を削減
自社工場における生ゴミ処理機導入

外食店舗における可食部ロス削減

賞味期限表示の改訂 ／ 冷凍自販機での端数販売
ECでのエコ福袋販売 ／ 冷凍生地や冷凍パンの活用

自社工場における温室効果ガス排出量を削減
グループ全体での温室効果ガス排出量を削減
サプライチェーン全体での温室効果ガス排出量を削減

CO2排出量削減につながる商品開発
環境に配慮したパッケージを使用した商品開発
物流の効率化

里山保全活動
自社工場における適切な排水処理
外食店舗における水使用量削減

国産原料にこだわったものづくり
日本の離島で育まれた食材を利用したものづくり
大阪・関西万博の出店 ／ 動画によるメッセージ配信

子どもたちに向けた手作り餃子体験の開催
食の事業者として、子どもの未来を豊かにする支援
養護施設の工場見学機会提供 ／ 商品等の寄付

外国人の雇用、キャリアパス制度の構築 ／ 女性の活躍をサポート
多様な働き方実現に向けた制度整備
チャレンジできる環境づくり

ワークライフバランスの推進 ／ ヘルス休暇制度の制定
オフィス環境の整備
健診予約から結果管理、健康課題を見える化

Eat&WAYの研修実施
Eat&WAY“伝道師”の設置 ／ 『WAY BOOK』の活用
グループ間コミュニケーションを促進する社内イベントの開催
Eat&WAY理解促進に向けた社内アンケートの定期実施

コーポレートガバナンス体制の強化

キャベツ残渣の活用・研究
カフェベーカリーにおけるコーヒーかすのリサイクル
廃油のアップサイクル

環 境
Environment

社 会
Social

イートアンドのアプローチ イートアンドが目指す未来7つの重点課題3つの視点 貢献するSDGsターゲット

ガバナンス
Governance

取組み内容
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ー
ト
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ン
ド
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ム
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イートアンドシステム

サプライヤーとともに 従業員・グループ会社とともに 地域社会とともに

食育支援 里山保全

地域振興

国産原料にこだわった
ものづくり

日本の離島産材料の
活用

地域との共生

土壌と生物多様性の
保護

賞味期限表示の改訂

冷凍自販機での
端数販売

廃棄物の削減

残渣の再利用
サプライチェーンおよび

グループ間での物流の効率化

工場やグループ会社での
温室効果ガス排出量削減

環境に配慮した
パッケージの使用

WAY BOOKでの
理解促進ダイバーシティ

地域との共生

グループ経営 理念の浸透温室効果ガス削減 食品ロス削減

外国人の雇用促進

女性の活躍推進

シニア人材の雇用促進

心と体の健康維持

健康経営



ISO
26000

ISO26000対照表

ISO26000

イートアンドグループのサステナビリティ推進の取組みをISO26000の中核主題ごとに整理し、以下のように掲載しています。

掲載ページ

課題1 組織統治

課　題

課題1 デューディリジェンス
課題2 人権に関する危機的状況
課題3 加担の回避
課題4 苦情解決
課題5 差別及び社会的弱者
課題6 市民的及び政治的権利
課題7 経済的、社会的及び文化的権利
課題8 労働における基本的原則及び権利

課題1 雇用及び雇用関係
課題2 労働条件及び社会的保護
課題3 社会対話
課題4 労働における安全衛生
課題5 職場における人材育成及び訓練

課題1 汚染の予防
課題2 持続可能な資源の利用
課題3 気候変動の緩和及び気候変動
　　 への適応
課題4 環境保護、生物多様性、
　　　及び自然生息地の回復

ISO26000の
中核主題 

P04　パーパス・ミッション・ビジョン
P05　サステナビリティ基本方針と
　　 マテリアリティ
P06　サステナビリティ推進体制
P07　代表取締役会長CEO×
　　 社外取締役　対談
P23　ガバナンス/事業活動の基盤
P25　イートアンドシステム

P07　代表取締役会長CEO×
　　 社外取締役　対談
P09　健康経営の取り組み
P10　数字で見るイートアンド
P23　ガバナンス/事業活動の基盤

P09　CDP回答を通じて
P11　食品事業・外食事業での取組み
P12　カフェベーカリーでの取組み
P13　持続可能な調達でおいしさの　

安定供給
P17　温室効果ガス削減の取組み
P18　プラスチック削減の取組み
P19　ネイチャーポジティブに向けて
P20　TCFDフレームワークに基づく
　　 情報開示
P21　シナリオプランニング
P22　DXとGXを加速する
　　 九州新工場の建設計画

組織統治

人権

労働慣行

環境

掲載ページ

課題1 汚職防止
課題2 責任ある政治的関与
課題3 公正な競争
課題4 バリューチェーンにおける社会的
　　　責任の推進
課題5 財産権の尊重

課　題

課題1 公正なマーケティング、事実に即した
　　　偏りない情報、及び公正な契約慣行
課題2 消費者の安全衛生の保護
課題3 持続可能な消費
課題4 消費者に対するサービス、支援、
　　　並びに苦情及び紛争の解決
課題5 消費者データ保護及びプライバシー
課題6 必要不可欠なサービスへのアクセス
課題7 教育及び意識向上

課題1 コミュニティへの参画
課題2 教育及び文化
課題3 雇用創出及び技術開発
課題4 技術の開発及び技術へのアクセス
課題5 富及び所得の創出
課題6 健康
課題7 社会的投資

ISO26000の
中核主題 

P16　食の安全を保つ外部第三者
　　　認証
P23　ガバナンス/事業活動の基盤

P11　食品事業・外食事業での取組み
P13　持続可能な調達でおいしさの　

安定供給
P14　多様なパートナーとの連携
P15　子どもたちの笑顔溢れる未来へ
P16　食の安全を保つ外部第三者
　　　認証
P17　温室効果ガス削減の取組み
P23　ガバナンス/事業活動の基盤

P10　数字で見るイートアンド
P12　カフェベーカリーでの取組み
P13　持続可能な調達でおいしさの　

安定供給
P14　多様なパートナーとの連携
P15　子どもたちの笑顔溢れる未来へ
P19　ネイチャーポジティブに向けて
P22　DXとGXを加速する
　　 九州新工場の建設計画
P25　イートアンドシステム

公正な
事業慣行

消費者課題

コミュニティ
参画および
発展
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